
大学の強み・特色 → 海藻の生産技術や利用技術、環境調査・分析の技術

産学官の共創による拠点形成 → 四万十市＝県内最大の海藻の産地

未来のありたい社会像 → 海藻生産が支える資源循環する社会

国(JST 科学技術振興機構)の研究開発の支援事業

※バックキャスト：あるべき社会の姿や社会ニーズから、主として科学技術が
取り組むべき課題を設定、実施計画を策定して推進する手法

しまんと海藻エコイノベーション共創拠点の概要

PL 平岡雅規(高知大学)

茂 山内
長方形

茂 山内
テキストボックス
資料5-2
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ゼロに

2021年度から
ゼロに

温帯種

熱帯種

1989年

1976-8年

1997-8年

2006-10年

県内最大の海藻生産地＝四万十川河口で海藻生産消滅の危機
海洋温暖化で進行する藻場変動

四万十川河口域

スジアオノリ

ヒトエグサ(アオサノリ)

産学官の共創による拠点形成 → 四万十市＝県内最大の海藻の産地



10年後には食用海藻の復活を超えて他産業分野への利用まで発展させる

未来のありたい社会像(拠点ビジョン) → 海藻生産が支える資源循環する社会



共創の場
＝四万十市が活動の場

環境を保全する会
ビジネスを創る会
人を育てる会

市民

代表機関
高知大学

幹事機関
理研食品
四万十市
高知県

参画機関
京都大学
九州大学
旭食品

加用物産
高知銀行
四国銀行

海の研究舎
ウルバ

サンシキ
高知IoPプラス

運営体制(2024～2025年度)
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